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日本海沿岸地域における大気粉塵中の成分に対する越境輸送の影響
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【目的】中国をはじめとする東アジア地域の産業発展に伴い大気汚染物質が黄

砂などとともに日本に飛来している可能性が指摘されている｡本研究では比較的

多量の黄砂が飛来すると予想される日本海側地域の大気粉塵の化学成分の季節的

変動を明らかにするため､2011年4月から2012年 3月の1年間にわたって､富山

県射水市､鳥取県東伯郡湯梨浜町､福岡県太宰府市において大気粉塵を捕集し､

その化学成分及び生物活性の測定を行った｡

【方法】2011年4月から2012年 3月の1年間にわたり富山県射水市､鳥取県東

伯郡湯梨浜町､福岡県太宰府市において､毎月連続した 4日間大気粉塵を捕集し

た｡黄砂の飛来が予想される 3月から5月は可能な限り毎日捕集した｡金属元素

濃度は原子吸光法あるいは ICP法で分析した｡イオン濃度はイオンクロマ トグラ
フ法で分析した｡多環芳香族炭化水素は蛍光検出器付きHPLCを用いて分析した｡

【結果】太宰府市､湯梨浜町及び射水市の 3地点に共通して 5月の前半に 100

tlg/m3を超える高い粉塵濃度の上昇が認められ､それ以外の捕集目で高い粉塵濃度

は認められなかった｡5月の前半には気象庁により福岡県内､鳥取県内及び富山県

内に黄砂の飛来が観測され､黄砂の飛来によって粉塵濃度が上昇したと考えられ

た｡土壌鉱物成分由来の Mg及び Caは粉塵濃度の上昇に伴って上昇していた｡燃

焼成分由来の Vは Ca及び Mgと同様に粉塵濃度の上昇に伴って上昇していたのに

対し､同じく燃焼成分由来のPbは粉塵濃度とは異なった挙動を示した｡この傾向

は 3地点とも共通していた｡季節ごとにおける平均粉塵濃度及び金属濃度はいず

れの捕集地点においても春季に高く､夏季に低い傾向が認められた｡
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